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   会則の修正  クラブレベル        

 
京都クラブの会則は、クラブのHPに掲載されていて、「最新のもの」を入手することが出来るようになって
います。会則は、変更されることがあるのです。  
 

会則は絶対的なルール 

会則は、わたくしたちのＩＴＣという組織をよりよく運営するために、わたくしたち会員が採択した最高の 
権威となる規則です。ＩＴＣを統括している規則は、ＩＴＣ憲章、国際規則、リージョン・カウンスル・ 
クラブそれぞれの会則と常規で、これらはすべてわたくしたちの規則です。 
ロバート議事法と会則との対立が生じた場合には、いつでも会則が優先されます。 
 

そんな会則が変更できる。 

絶対的なルールである会則なのですが、使っているうちに不都合なことが出てきたり、現実に合わなくなっ
たりすることがあるのです。会則には、変更するための条項があり、変更はそれに従って行われます。 
クラブレベルに絞って述べます。京都クラブ会則 第13条 がそれにあたります。会員の必要に応じて、 
わたくしたちの思いを、わたくしたち自身の会則に反映するわけです。 
 

変更には、修正（一部変更）と改正（ワンセット）がある。  

2つの方法があります。 ひとつは、大幅な変更が必要な場合などは、現行の会則をそっくり新しい完全な 
ワンセットの会則に置き換える方法で、それは「改正」です。 それとは違って「修正」は、1つあるいは 
いくつかの条項、ある特定の部分を変更する方法です。 
 

実例を追ってみる。 クラブ会則のあゆみ 

クラブ設立当初（1979 年 6 月）、標準クラブ会則を 京都クラブ用に必要事項を記入し、採択しました。 
以降必要に応じて修正を加え使用してきています。 現在使用している会則は 2003 年 5 月に採択されたもの
ですが、この 10 年余りの期間にも 6回の修正が行われました。 そのうちの 2回は、今期第 36 期の出来事
なのです。ですから、会則は最新のものを常に所持することが大切なのです。 
 
修正には、自動修正と 議事例会で審議するものとがある。 
ＩＴＣ会則（国際）が修正されて、それに対応し京都クラブ会則は自動的に修正されたことが2回ありました。 
（2005年）条項の表記方法が十進法に変更されました。 （2011年）ブランドネームPOWERtalkInternational
が登場しました。 このように上部の会合で採択された結果生ずるあらゆる変更をクラブの会則に加えるの
は、会則・決議委員会です。 あと4回は、審議によるものです。 会則修正案は、会員の誰が提案してもい
いのです。現行のクラブ会則をよく読み返し、クラブの個々のニーズを満たすよう適合させるべく修正した
ほうがよいと考える箇所や意見などがあれば、会則・決議委員会に修正案を提出いたしましょう。 但し、
それには、手続きが必要です。たやすく変更出来るものではありません。 
 

議事例会で審議するケースの手順  概ね 3 つの手続き 

【準備】   
・会則を変更するためには、会則修正案の提出が必要です。 修正案の書式は、HPから入手できます。 
・それを使って、会員でもよし、委員会単位でもよし、修正案を文書に作成します。 
・会則・決議委員長に提出します。  
・会則・決議委員会は、提出された修正案文に曖昧な表現があったり、他の条項に影響を及ぼしている箇所
が見つかれば、提出者に差し戻し、修正案文の見直しを指示します。 
委員会の判断で勝手に訂正することはありません。 

・書式、表現が正しく、矛盾していないものであれば、会則・決議委員会はその修正案を採決のために議事
例会に提出する手続きをとります。 

【事前通告】 
・会則・決議委員長は、修正案を審議の前回議事例会において、文書によりフロアまたは例会に提出するか、

あるいは朗読します。議事例会が開かれない場合は、審議の2週間前までに文書により会員に提出します。 
予め通告された修正案のみが、議事例会で審議されます。 

【審議】 
・クラブ議事例会において、採択には2/3の賛成票が必須で、これにより修正することができます。 
 
会則に関心をもつことの大切さ  

さて、こうした手順も大切ですが、忘れてはいけない大切なことはなんでしょうか？ 
会則を守ること、もちろん大切ですが、クラブの会員となって一番大切なことは、自分のクラブがどのような
規則を持っていて、いったいどんな活動をしているのかをよく知っておくことです。ＩＴＣの会員になって 
わたくしたちは何をしているのかを知るために、会則に関心をもつことが大切であることを再認識し、会則
への理解を深めましょう。 
また、修正が必要かどうかを気づくためには、常に状況の変化に敏感であることも大切です。 
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